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第 1 講 音楽表現の育ち 子どもの発達と音楽表現活動
第 2 講 指導法（1） 指導案の作成（1）
第 3 講 指導法（2） 指導案の作成（2）
第 4 講 子どもとのかかわりと表現（1） 指導実践と考察






























































































ねらいの内容 A B C D E F G H I J
自分なりの表現を楽しむ 〇 〇 〇 〇 〇 〇
楽器に関心をもつ 〇 〇
音の高低や強弱の違いに気づく 〇 〇 〇 〇
音やリズムを楽しむ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
リズムや動きを創造する 〇 〇 〇
想像力を養う 〇 〇 〇 〇













子どもが表現する内容 A B C D E F G H I J
自由（各自） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
自分の気持ち 〇 〇














展開方法 A B C D E F G H I J
各自好きなベルをもつ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
リズムあそび 〇 〇




一人ずつの表現または発表 〇 〇 〇 〇
グループごとの表現または発表 〇 〇 〇 〇 〇 〇
ベルの交換 〇














模擬保育における学生の気づき A B C D E F G H I J






環境設定の大切さ 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇
子どもたちへの平等，公平さの必要性 〇 〇
　「適切な言葉がけの大切さ」や「環境設定の大切さ」についての気づきが圧倒的に
多い。「適切な言葉がけの大切さ」の内容は，好きなベルを「一人一つ」持つように
と数を伝える（A），言葉づかい（C，J），話す速度（H，I），ベルを鳴らすタイミン
グの指示（E），否定的表現の多用を控える（E），説明（C，G，H，I）や伝える内容
の精査（D，E，I）である。「子どもの発達に沿った内容設定の大切さ」は，グルー
プAにおいて天気の「くもり」をベルで表現することが難しい子どもが見受けられた
こと，グループGにおいてはベルで表現するゲームのお題（くじ）を文字で表記して
いたため，絵のほうが良いのではないかという意見をふまえている。グループAでは
「天気」（晴れ，くもり，雨）をベルで表現し，それを保育者が「晴れ，晴れ，雨」な
どと指示を出して表現する遊びを立案していたが，天気の種類を子どもに尋ねた際に，
雨の代わりに雪が出てきたため，急遽雪の表現を遊びにとり入れたことなどが，「予
想外の表現が出た際の対応の大切さ」に反映されている。「環境設定の大切さ」の内
容は，椅子の使用有無（C，E），危険回避の伝達・設定（D），保育者や子どもの座
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位や立位（A），並び方や向き（G，H，J）である。
6．考察
　今回の「楽曲を前提としない音楽的表現活動」は，活動におけるねらいの明確化や
子どもの主体性ある活動を促進しただろうか。
　ねらいの明確化についてグループB，Jはベルの音の違いや，それを仲間とつなげ
ることによって仲間と協力する楽しさや大切さに気づくという非常にシンプルなねら
いのもと，途中強弱など補足的な活動をグループJは行ったものの比較的ねらいが最
後まで明確であった。グループDは歩いたり走ったりしながらベルを鳴らす活動とな
り，設定したねらいの意識はあったものの，子どもたちの実際の動きや空間的な予想
が不十分であったため，その安全確保の方に意識が流れて行った。グループFは子ど
も一人ひとりの発想やイメージを自由に引き出そうとしたが，発表までのプロセスの
過程を大切にする声かけについての準備が不足し，比較的端的な表現を引き出すこと
にとどまった。グループⅠはベルの持つ音の高低や強弱を生かして，動物や生活の音
との結びつきを探ったが，そのイメージの共有や理解にやや無理があり，子どもたち
が楽しむところまでは到達し難かった。
　子どもの主体性ある活動の促進については，グループC，Gがゲーム内容（リーダ
ー探し，イメージあて）の設定こそ保育者役のリードであったが，お題をグループ内
の「鬼」やグループ全員で表現し，相手グループがお題をあてるという，まさに子ど
も同士が主体となった遊びの好例といえる。グループAでは，自分の気持ちや天気を
表現する遊びを展開し，「晴れ」や「くもり」，「雪」のリズムをベルで子どもたちと
創作したが，その後そのリズムを使っての遊びのリードは保育者役のみであった。活
動の最後に「雨・雨・晴れ」と保育者役が指示し，「虹が出た，全員で鳴らして」と
声をかけてレインボーカラーのベルが鳴る設定は見事であったが，それに至るまでの
過程で子ども役がリードをする場面も５歳児であれば十分に考えられるところであ
る。グループHも保育者の鳴らすベルに合わせて自由に身体表現をチームで行うとこ
ろは主体性を引き出しているともいえるが，ベルは常に保育者側からのみの発信であ
った。グループEは，やや綿密すぎる計画・立案により，各自で鳴らしたり，グルー
プ対抗型のゲームをとり入れたものの，そのほとんどが保育者役のリードに終わった。
　これらのことから，「楽曲を前提としない音楽的表現活動」がねらいの明確化や子
どもの主体性ある活動に作用しているとは言い難い。また，楽曲を前提とした活動と
の比較研究が必要である。また，模擬保育における学生の気づきは「適切な言葉がけ
の大切さ」や「環境設定の大切さ」についてが圧倒的に多く，これは学生の実践経験
の少なさからか，ねらいや子どもの主体的な遊びを展開することよりも子どもの前に
澤　田　まゆみ
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立つ保育者としての基本に気づいている様子がうかがえることも事実である。模擬保
育の利点の一つとして河北（2012）や平澤（2012）は，他学生をみたり，学生同士の
ディスカッションによって学生が自身の課題を発見できることを挙げている。しかし，
今回の実践で保育者役の学生の表情や身なり，立ち方，視線など学生自身が環境とし
て子どもたちに与える点については，子ども役からの発言が少なかった。「保育士自
身も，乳幼児にとって重要な環境であることを十分に意識し，言葉遣い，まなざし，
姿勢等に配慮して保育に当たることが重要」18であり，学生一人ひとりの個性を生か
しながらも，指導者から補足や助言を行う必要性を感じた。
　有村・今泉（2013）は学生が実践した音楽的な表現活動の事例を基に「音楽の要素
そのものの十分な理解を促すこと」，「音楽の要素と音楽遊びとの関係性について十分
な理解を促すこと」，「子どもの音楽的，身体的発達についての十分な理解に基づき段
階的な遊びの立案・計画・実践をすること」の３つを課題として見出し，音楽遊びの
核となる音楽的な要素と音楽遊びの関係性を明確に理解できるような授業内容の充実
が重要であるとしている。19 本稿でいうならば楽曲の使用有無ではなく，保育者が音
楽の要素（強弱，速度，音高など），ミュージックベルを用いた活動であるならばそ
の音数や音高，素材，色などの要素と，５歳児の音楽的，身体的発達の理解，そして
これらと展開する遊びやゲームとの関係性を理解することが必要であるといえよう
か。今回の模擬保育においても音楽の要素（速さ・強弱）やミュージックベルの要素
（音高の違い・色など）を活用した活動や，５歳児の育ちに沿った想像力を養い，仲
間と協力する楽しさを味わう活動も複数あった。しかし，それらと展開する遊びとの
関係性が脆弱である可能性がある。今後はこの点に着目して楽曲を前提としない音楽
的表現活動の意義や可能性を引き続き探りながら，楽曲を前提とした表現活動につい
ても研究をすすめたい。
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